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カナダ牛から分離された BVDV2(5 株 ) は、国内で分
離・報告されている株と比べ、80 年代後半に米国で
流行した強毒 890 株に近縁であった。これらのことよ
り、検疫中に分離された株は、輸出国の流行状況を反
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動物医薬品検査所では、野外で用いられている動物
用医薬品の安全性および有効性の確保を目的として、
各種情報のデータベース化および病原体の野外分離株
の収集と性状解析などを行っている。その一環として、
牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）の野外分離株の
収集および性状解析を実施した。
1995 年から 2005 年にかけて、全国の家畜保健衛生

所において分離された病性鑑定材料由来の BVDV計
32 株を供試した。野外分離株から RT-PCR 法によっ
て E2 遺伝子を増幅し、塩基配列の解読および分子系
統樹の作成を行った。また、指標株として No.12-43
株を用いて牛免疫血清を作製し、片側交差中和試験に
より、野外分離株の血清学的性状の検討を行った。
その結果、E2 遺伝子を用いた系統樹解析により、

野外分離株 31 株は 1a（9 株）、1b（14 株）または 1c
（8株）のいずれかに分類された。残り1株については、
1aおよび1eの異なる亜型の混在が認められた。また、
片側交差中和試験により、いずれの分離株も免疫血清
に中和され、中和抗体価はホモ株に対し 32 倍以内で
あり、国内分離 BVDV2 である KZ-91-cp 株と比較し
て高かった。
系統樹解析の結果より、日本においては依然として
BVDV1 が流行していると考えられた。また、交差中
和試験の結果より、抗原性は多様であったものの、反
応性の著しく異なる株は認められなかった。ウイルス
変異の可能性を考慮し、今後とも野外分離株の性状解
析を定期的に行う必要がある。
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国内では、鶏伝染性気管支炎 (IB) の予防に生ワク
チン及び不活化ワクチンが使用され、外国分離株及び
国内分離株を由来とする多数のワクチン株が承認され
ている。一方、IB ウイルスの血清タイプは多様であ
るが、野外株に対するワクチン株の有効性に関する検
討は少ない。血清タイプに関連する部位として S1 蛋
白にいくつかの抗原領域が報告され、真瀬ら (Arch.
Virol,2004) は本部位の解析により国内分離株を主に
JP- Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及びMass の遺伝子グループに分類し
ている。今回、国内のワクチン株と野外株の S1 遺伝
子領域の遺伝子解析による分類と血清学的性状との関
係を確認する目的で、ワクチン株を中心に S1 蛋白遺

伝子部位を解析し、遺伝子グループを明らかにし野外
株との血清学的交差性について検討した。
IBV 生ワクチンの 12 株（H120、L2、C78 ･ P3、
ON、Ma5、4-91、練馬、北 -1、宮崎 -P5、KU、TM-
86w) 及 び 不 活 化 ワ ク チ ン の 9 株 (H52、GN-58、
AO-27、宮崎、ボーデット 42、D274、M41、石田、滋賀 )
について S1 蛋白のN末端側の約 1500bp の PCR産物
から塩基配列、アミノ酸配列を決定した。また、国内
分離された野外株について、遺伝子グループ間での反
応性を各種生ワクチン株の免疫血清を用いて交差中和
試験を実施した。
１～ 402 番目のアミノ酸を解析した結果、株間のア

映していることが示唆された。今後も引き続き分子系
統解析を進め、得られた結果を国内分離株との比較に
活用することは、疫学調査上有益と考えられた。
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